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生徒数 ３５０人前後（１年４学級，２年と３年３～４学級，特支２学級)

津田中学校

防災学習・活動を行う時間

２，３年生の総合学習の時間に，防
災講座を設定（希望する生徒が選択）

その他，人権講座，環境講座，食講座 など

防災講座は平成１７年度～

＋
防災講座を選択した生徒は

放課後，夏休み，冬休み，土日

企画

活動

防災学習を始めた理由

☆ 海に近い
☆ 南海地震が発生する可能性が言われ始めた

３０年後・・５０％ ５０年後・・３０％
☆ 協力者がいた（市社協）

平成１７年・１８年度の４月
防災教育年間カリキュラムの作成者

教員（私），市社協（２人），県社協（１人）
徳大教授（１人），町内自主防災会長（１人）

平成１７年・１８年度 主な学習内容

講義（メカニズム，被害予想，防災グッズ，
自主防災組織，
避難シミュレーションなど）

活動 ① 町内防災意識調査
② 意識調査結果の配布・掲示
③ 町内避難訓練に参加
☆ 疑似体験
☆ 避難経路確認
☆ 防潮林植樹

① 町内防災意識調査 H24.7.21～7.25 ② 防災意識調査結果の配布 H24.9.10 ③ 町内津波避難訓練 H24.11.18

町民１２００人が
参加した

受付係の生徒

飴湯を配る生徒



平成１９年度に追加した活動

① １泊２日被災キャンプ（町民一部参加）

② ジャムを作り，高齢者宅に配布

③ 研究結果を町内で発表（提言）

④ 阪神・淡路大震災追悼イベント

☆ 防災フォーラムで発表（県民対象）

平成１９年度 生徒の発言

「防災学習は，校内だけで活動してもダメ。
校外に出て，いろいろな人と繋がろう」

① １泊２日の被災体験 H19.7.28～29

空腹・不自由・不便
を体験した

中学校のグランドに
宿泊した。

② ジャム作り H24.10.31，高齢者に配布11.11

真剣に聞き入る町民

③ 研究結果を町内で発表（提言） H24.12.17
④ 1.17阪神・淡路大震災追悼イベント

H25.1.16

1.16 徳島市新町川公園

1.13 神戸市東遊園地公園

平成２０年度に追加した活動

☆ 町内炊き出し訓練に参加

☆ 災害時要援護者を考える（町内探索）

☆ 避難所設営体験（町民と一緒に）

☆ 津波高さの表示（町内）

平成２１年度に追加した活動

① 水害災害のボランティア活動

② 幼・小・高齢者に防災出前授業

① 岡山県美作市での水害ボランティア活動
H21.8.23

暑さと悪臭に体
力を奪われた

<帰路での感想>
こんな爽やかな気持ち
になったのは初めて

② 幼小防災出前授業 H24.11.20



平成２２年度に追加した活動

① 家具転倒防止器具設置の啓発（町内）

② 東日本大震災義援金活動（町内）

① 家具転倒防止器具設置の呼びかけ H22.7.28 ② 3.11東日本大震災への義援金活動
H23.3.15～20

３１４万円を日本赤十字社
を通してお送りした

いろいろ感動的な
ことがありました

平成２３年度に追加した活動

① 津波避難支援マップの制作（町民と共同）

② 行政への陳情（市役所へ，県知事へ）

③ 全国防災ミーティングに参加

☆ 東日本大震災追悼イベント（徳島）に参加

平成22年チリ津波 避難しなかった理由

「避難勧告・指示が出ていなかった」 67%

平成23年東日本大震災

「避難勧告が出たので，避難した」 22%

平成22，23年度 津田中学生による調査結果より

人は，考えたことが長続きしない

見える場所に避難支援マップの看板

① 津波避難支援マップの作成 の理由

② 行政（市役所，県知事）に要望 の理由

<1>津田山の整地
南海地震発生・・・津田小学校が水没すると思う人 84％
行政への要望・・1津田山の整地 ・・・・・・・・・・・・・・・・・40％

2高層ビルを避難場所として提供・・25％
3公的な施設の建設 ・・・・・・・・・・・・・23％

<2>同報無線の設置
東日本大震災時，同報無線で避難勧告を知った・・１％
津田町内に３台だけで，近隣しか聞こえない。
停電・渋滞を考えると，同報無線しかない。

行政（市役所，県知事）に要望 H23.10.24 11.5 ③ 全国防災ミーティング H24.2.4～5

舞子高校(兵庫)，宮古工業
高校(岩手)，階上中学校
(宮城)など被災地の生徒と
交流することができた。

全国から12校の小中高校
生が，淡路に集合した。



平成２４年度に追加した活動

① 保・幼・小・中合同避難訓練

② タブレット型ＰＣを使った避難訓練

③ 事前復興まちづくり計画の作成

① 保・幼・小・中合同避難訓練
H24.7.12 12.18

避難場所の小学校に，約1700人が避難

② タブレット型ＰＣを使った
バーチャル避難訓練 H24.8.27

タブレット型パソコンの映像に
食い入るように見入る生徒

希望を持ち続けるために，災害が発生する前か

ら復興後のまちづくりを協議しておくことが大切。

そのための町民意識調査を実施し，その後実際

に生徒が作成した。

東日本大震災で避難されている人が，復興して

も戻らないという現象が起こっている。

平成24年度のテーマ

事前復興まちづくり とは
③
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津田山周辺に高台を造成し，災害時要援護
者の施設を建設してほしいと考えている。

津田山から遠い西新浜の人
は，高層化を希望している

学
校

保・幼稚園
高齢者施設
障害者施設

病院 運動公園
と併せて

震災記録館
津波浸水深が

２ｍ以下にな
るように

かさ上げ

商業施設を
再建

新しい企業
の誘致

気仙沼市をモデルに考えた



平成25年11月20日 小学校での出前授業

平成２５年度からの取り組み

幼小出前授業
幼稚園２校
小学校１校

ジャム作り
高齢者に

ジャム配布

阪神・淡路大震
災追悼イベント

町内避難訓練で
受付・湯茶担当
(８００人が参加)

町内の事業所に
調査結果の展示

町民に対して
調査結果の報告

県内外の人に
活動を発表

３年

全員

平成25年～27年度

タブレット型ＰＣを使った
バーチャル避難訓練

こども夏祭りに防災講座OB
として参加

２年

毎年恒例

事前復興まちづくり計画

３年

意識調査活動

２年

被災体験一泊研修

津田町内フィールドワークおよび
ミニコミ誌配布

平成２５年度

○東日本大震災前と後では，津田町内の方々の意識が

どのように変化したかを調査した。

○平成２５年７月２２～２６日調査 個別訪問 ３００軒

平成２６年度

○津田山と木材団地の活用方法について調査した。

○平成２６年７月２４～２８日調査 個別訪問 ６００軒

平成２７年度

○地震速報や避難マップの有用性について調査。

○浸水被害想定値を壁などに貼ることにより，被害想定の

視覚化。

○津田･新浜･西新浜地区 個別訪問 ３５０軒

津波浸水域標示活動

回答者数は１３１人

うち、テープを貼ってくれた人は１０８人で

８２％もの人が協力してくれました！

南海地震が発生し，町内のほとんどの建物
が津波で流出したとする。

その後の津田のまちづくり計画を，今
から作っておく必要性が高い。

平成25年度から取り組む
事前復興まちづくり

街のレイアウトやアクション
･プランを考える。

それぞれの班でレイアウトを作成」
図をもとにしたジオラマ



高速道路
病院も完備の
デパートです

図をもとにしたジオラマ
町 民 へ の 提 言 H26.12.18

真剣に聞き入る
町民の方々 たくさん意見をい

ただきました
みんなが一緒に暮らしていけば

地震・津波をのりこえられる

H27年度～ 津田・新浜地区事前復興まち
づくりアクションプラン

早く立ち上がる
「事前復興プラン」

夢や魅力のある
「まちづくり」プラン

目標 課題

アクションプラン

７５歳 おじいさんの
立場で考えて
みた！

課題点

避難時の反応の

遅れ（一次避難）

アクション・プラン

早く立ち上がる「事前復興プラン」

社会的な役割

存在感

老人の孤立

（二次避難）

①復興に携わる親世代の代わり
に老人たちが子育てを行う

①同世代で集まれるコミュニティ
をつくる

①若い人に助けを求める

②老人を助けることを定着させ
る

②呼びかけて人を招集する

私たちの課題は・・・・・

お年寄りたちを、一人
にさせない（一次避難・
二次避難ともに）



アクションプラン掲示用

地域に根ざした
防災学習

H25～ こども夏祭り 防災テント

もっともっと防
災のことを知っ
てほしい。

徳島新聞記事より

町内津波避難訓練
町民８００人が参加

受付係の生徒

OB会のテント

H26 徳島県議会･勉強会に参加 H26～ デイサービスにも出かけました

津田地区コミュニティ協議会

津田・新浜地区自主防災会

津田地区民生児童委員協議会

津田地区社会福祉協議会

津田・新浜地区青少年健全育成会

防災講座ＯＢ

徳島大学

ニタコンサルタント株式会社

徳島市危機管理課

徳島市災害ボランティアグループ

お世話になった方々 津田中学校防災講座は

2．継続は力なり！

3．故郷を好きになれ！

1．地域の防災活動の
リーダーたれ！




